
はじめに 差別を考える 配慮の経済学 おわりに

全銀協人権・同和問題啓発講演会

経済学で考える障害者差別
～障害者差別解消法施行に向けて～

中島隆信

慶應義塾大学

2016年 2月 19日
mail: nakajima@fbc.keio.ac.jp

ホームページ http://nakajima-ri.net/



はじめに 差別を考える 配慮の経済学 おわりに

なぜ差別を経済学で考えるのか
差別を議論すると○○○になりやすい
　

差別は○○○問題に陥りやすい
　

経済学は問題を○○○する
　

経済学は問題を○○○する。
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差別とは何か
ベッカー型差別

　
【対策】

統計的差別
　
【対策】

間接差別
　
【対策】
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差別とは何か

障害者を例にとると · · ·
障害者は気持ち悪い➡
精神障害者は他人に危害を加える➡
自力で階段を上れない人は雇わない➡
IQが低い人は雇わない➡
空気が読めない人は雇わない➡

他にもこんな事例が · · ·
○○のできない学生は大学に入りづらい
男子は○○大学に入れない
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障害者差別解消法 法令

障害者の権利に関する条約
2006年 12月国連総会で採択、日本は 2014年 1月に批准

配慮には○○○がかかる
「理にかなった (reasonableな)」○○○はかけなさい

どこまでが reasonableか
障害者の声と○○の○○とのギャップ

訴訟社会になるか
アメリカの事例から ADA訴訟 労働省通達
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配慮とは何か

直接差別に関するもの
○○○○を補完するための配慮

　
○○や○○○○の誤りを正すための配慮

　

間接差別に関するもの
持っている○○を活かすための配慮

　
○○○○≠○○○○○○
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差別解消法は “○○○”

差別と配慮の定義づけ 指針

政府に渡した○○○○○ 条文

○○○○だけでいいのか

“reasonable”の意味を考える
配慮の○○○○○を○○○○で最小にすべき 事例

障害者だけではない
○○○○という「配慮」（○○○）を節約してきた企業人事
配慮を必要としている人たちは大勢いる
○○な○○○の実現により差別問題を解決



はじめに 差別を考える 配慮の経済学 おわりに

最後に · · · 私たちが賢くなろう

『学問のすすめ』より

· · · 西洋の諺に愚民の上にから

苛き政府ありとはこの事なり。こは政
府の苛きにあらず、愚民の自ら招く災なり。愚民の上に苛き政府
あれば、良民の上には良き政府あるの理なり。故に今、我日本国
においてもこの人民ありてこの政治あるなり。仮に人民の徳義今
日よりも衰えてなお無学文盲に沈むことあらば、政府の法も今一
段厳重になるべく、もしまた人民学問に志して物事の理を知り文
明の風に赴くことあらば、政府の法もなおまた寛仁大度の場合に
及ぶべし。
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ご静聴ありがとうございました


	はじめに
	差別を考える
	配慮の経済学
	おわりに

